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北海道科学大学の教学 IRに関する年次活動報告書 

 

この報告書は，北海道科学大学（以下本学）の教学 IR 活動の概要を自己点検 IR 委員会

でまとめたものです。本学の教学 IR 活動に関する報告としては，2022 年度に近年の本学

における主要な活動の内容をまとめた報告書を初めて作成し，学外公開しております。2026

年度版となる本報告書は，2025 年度版に続き年次報告書という位置づけで作成しており，

主に昨年度版からの更新・変更点を報告するものになります。従前から継続している教学 IR

活動に関しては，「2022年度版の報告書」をぜひご参照下さい。 

 

1. 自己点検 IR委員会の業務と本学の教学 IR活動について 

 

自己点検 IR委員会は，本学の内部質保証の責任を負う自己点検・評価委員会（委員長は

学長）の下部組織であり，自己点検・評価委員会の求めに応じ，自己点検・評価のための情

報収集，整理を支援するとともに，教学 IR活動を行う委員会です。 

【自己点検 IR委員会の活動方針】 

本学の「内部質保証の方針」にのっとり，内部質保証に関する活動や自己点検・評価委員

会の活動をサポートする役割を担います。 

本学の教学 IRは分散型の IRであり，自己点検 IR委員会の業務は大学全体の教学 IR活

動の一部分といえます。自己点検 IR委員会では，学内各部署で作成された教学に関するデ

ータのうち，本学の「アセスメントプラン」で定められた 3 ポリシーを起点とする学修成

果，教育成果の点検に関係するデータについて，集約し分析を行うとともに，大学全体及び

各学部学科が行う点検向け資料として整理し配信しています。 

 

【2026年度の活動計画（教学 IRに関連する内容）】 

① 学修成果の評価とその可視化（中期事業計画「I-4.学修成果の可視化と活用」） 

学修ポートフォリオ(UNIPA上)の整備 

学位プログラムを通じた学修成果の把握に向けた取り組み 

共通（学科）長期ルーブリックを活用した学生調査の実施 

外部試験（PROG継続等）の検討 

大学院内部質保証に向けた整備 

② 質保証について，組織内の理解を促し，組織文化として定着を図る 

内部質保証と教学マネジメント指針の浸透，FD・SDの実施 

③ 活動報告作成公開，IRに関する研修会主催 

④ 機関別認証評価受審に向けた準備 

外部評価受審支援，自己点検評価書の作成 

⑤ IR活動報告公開，IRに関する研修会主催 

https://assets.hus.ac.jp/about/assets/2022/docs/2022_HUS_IR.pdf
https://www.hus.ac.jp/about/project/evaluation/
https://www.hus.ac.jp/about/info/assessment-plan/


⑥ 大学院内部質保証に向けた検討 

 

2. 教学 IRに関連する活動 

表 1 自己点検 IR委員会の教学 IR に関連する活動スケジュール 

時期 活動 連携部署 

3月末～4 月 教育目的達成度調査  

5月（～10月） PROG（1年生，3・4年生） キャリア支援 C 

5月 大学 IRコンソーシアム大学データ・学生データ登録  

6月（～7 月） PF個別面談（学修成果について） 学生支援 C 

7月（～9 月） 卒業生調査，企業調査，連携協定団体との協議 就職支援 C 

7月（～9 月） 学科教育自己点検会議（3 ポリシーとカリキュラム）  

7月 教学関連データの集約と配信 学生支援 C，FD

委員会 

9月（～11月） 学生生活調査（全国学生調査・大学 IRコンソ学生調査） 学生支援 C 

12月 学科教育自己点検会議（シラバス点検）  

12月（～3月） 卒業時調査（全国学生調査）  

2月又は 3 月 学科長による総括報告会  

2月 大学 IRコンソーシアム大学学生調査データ登録  

※学生支援 C→学生支援センター，キャリア支援 C→キャリア支援センター 

 

2025年～2026年にかけても，上記のスケジュールの通りに，本学の学修成果や教育効果

の評価を行う際に活用する学生調査や外部試験等を実施しています。各学生調査や外部試

験の概要については，「2022年度版の報告書」をご参照下さい。さらに，学科教育自己点検

会議向け資料の学科への提供など，教学 IRに関する分析と学内部局への情報配信を行って

います。本報告書及び昨年度の報告書で取り上げなかった集計結果等については，本学ホー

ムページの「情報公開：教育の質に係る客観的指標」にて公開していますのでこちらでご確

認下さい。 

 

 

3. 教学 IRデータを用いたモニタリングと分析例 

 

ここでは，2025 年～2026 年にかけて，自己点検 IR 委員会が行った教学 IR に関する分

析や，学内部局への情報配信の事例のうち，2022 年度版報告書に含まれない事例を紹介し

ます。 

 

https://assets.hus.ac.jp/about/assets/2022/docs/2022_HUS_IR.pdf
https://www.hus.ac.jp/about/public-info/#%E6%95%99%E8%82%B2%E3%81%AE%E8%B3%AA%E3%81%AB%E4%BF%82%E3%82%8B%E5%AE%A2%E8%A6%B3%E7%9A%84%E6%8C%87%E6%A8%99%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6%E3%81%AE%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%81%AE%E5%85%AC%E8%A1%A8


3.1. 2024年度「全国学生調査（第 4回試行実施）」結果と 2025年度本学結果の比較 

 

 本学は 2014年より大学 IRコンソーシアム（https：//irnw.jp/）に加盟しており，コンソ

ーシアム内共通の学生調査を，学生の満足度や能力伸長に関するモニタリングに活用して

います。2024 年度以前は，本学固有設問を加えて学生生活調査及び卒業時調査として実施

し，結果の経年比較に基づき分析を行ってきました。2024 年度本学は全国学生調査試行実

施に参加したため，2年次生と卒業年次生については全国調査の設問に本学固有設問を加え

て調査を実施し，他の学年については従来通りの調査を実施しました。さらに，2025 年度

には全国調査が本格実施に移行し大学 IRコンソーシアム学生調査の設問も全国学生調査を

内包する設問に移行したため，全学年で全国学生調査設問を含む大学 IRコンソーシアム学

生調査に本学固有設問を加えて，学生生活調査及び卒業時調査として実施しました。 

 2025 年度の分析例として，2024 年度全国学生調査（第 4 回試行実施）おける全国平均

と，本学の 2024年度の結果，さらに本学の 2025 年調査における２年生と卒年次生の結果

の比較を紹介します。 

図１集計結果の比較例１ 大学教育を通じて身に付いた知識や能力 

https://irnw.jp/


 

図１集計結果の比較例２ 大学教育の改善と教員の熱意 

 

 

図１集計結果の比較例３ 卒業研究と授業外学習時間 

 

 身に付いた能力・資質に関する自己評価の比較では，本学 2 年生は全国平均より同程度

かやや低く，本学卒年次生は同程度かやや高い結果となっています。また，大学教育の改善

と教員の熱意に関する設問の比較でも同様の傾向が見られます。次に，卒業研究の時間につ

いては，本学卒業年次生は全国平均よりやや多いことがわかります。また，授業外学習時間

については，本学 2 年次生は本学卒業年次生より多く，全国平均よりも多いことが確認で

きます。なお，より詳細な分析として，本学の学部別集計結果と，文科省提供の全国学生調

査分野別集計とを比較した結果からは，工学系，保健薬学系の分野において，本学の授業外

学習時間が全国平均より若干少ない結果となっています。 

 

 また，大学 IRコンソーシアム学生調査から継続して比較が可能と考えられる設問につい

て，経年比較に基づく分析を行っています。主な結果は次の通りです。 

 回答率は，年度，学年により差（2025年度卒業時調査は非常に高い） 

 学生生活の充実度，授業の質など，例年と同様の水準あるいは上昇傾向 

 インターネットの使いやすさについて，G棟無線 LAN導入により改善しているが，即

時性と安定性を求める学生からの要望が依然として高い 

 授業外学修時間はよこばい，アルバイト時間の増加傾向も継続 

 分析力や問題解決能力，専門分野や学科の知識，批判的に考える能力が僅かずつ上昇 

 アクティブラーニングの要素，TSや SAからの授業補助が増加傾向 



図２集計結果の比較例１ 学生生活の充実度 

 

図２集計結果の比較例２ インターネットの使いやすさ 

 

図２集計結果の比較例３ 授業全体の質 

 さらに，2025 年度の学生生活調査と卒業時調査では，生成 AI に関する設問を追加し，

特に卒業時調査では生成 AIの活用方法についても問う設問を追加しました。 

 



図３集計結果 生成 AIについて 

 

 また，両調査では，大学の「良い点」と「改善が必要な点」について自由記述形式の設問

を設けています。これらの回答についても集約をしています。 

【自由記述】20%～25% の回答率 

 年々改善要望が具体化，多様化回答率：上昇傾向，年度，学年により差（2025 年度卒

業時調査は高い） 

 

図４自由記述要約の一部 

 これら学生生活調査及び卒業時調査の集計結果と分析内容については，自己点検 IR委

員会で確認の後，自己点検・評価委員会において大学全体のモニタリングや自己点検評価

のために活用しています。また，集約結果の一部は本学ホームページの「情報公開：教育

の質に係る客観的指標」にて公開しています。 

 

3.2. 入学前教育，学力調査（プレースメントテスト），４月末欠席と前期末修得単位・GPA

を用いた分析 

 

 2025 年度の本学１年生について，入学前教育の取り組み度合い，入学時のプレースメン

トテスト結果，UNIPA 出席システム上の４月末の欠席回数，前期終了時点での修得単位数



と GPAを用いた分析，特に学生の類型についての分析を行いました。 

 

図５分析例１ 入学前学習を含む年内選抜乳入学者に対する分析 



 

図５分析２ 入学前教育を除いた全入学生に関する分析 

 これらの分析から，次のことが確認できます。 

 入学前教育の取り組みが高い学生の多くが，前期末に順調な成績評価と単位修得がで

きていること 

 入学前教育の取り組みが低い学生の中には一部前期末に好成績を残している場合もあ

るが，多くは苦戦をしている 

 プレースメントテストの結果のみでは前期末の状況の予想は難しく，４月末の欠席が

多い学生は多くの場合に前期末の成績不良につながっている 

 

これらの分析に加えて，６月末・１０月末・１２月末の欠席状況，さらに１年次 PROG

スコアや，学生生活調査における学生生活の満足度などの情報を加えた分析も行っており，

これらの結果からは次のことが確認できています。 

 ６月末に欠席が多くなると前期末成績はほぼ確実に悪化し，多くの場合後期になって

も学習習慣が改善せず，後期も欠席が多い状況が続き，年度末の成績悪化に大きく影響

する 

 この傾向は，卒業年次を除いた高学年でも同じように見られる 

 PROGスコアのリテラシーは成績との相関が高い 



 高コンピテンシー学生のうち一部は勉強以外の活動に大学生活の熱量を注いている場

合もあるためか，好成績でない集団もある 

 一方で，コンピテンシースコアが低い場合でも，堅実に勉強に向き合い，好成績ではな

いものの順調な進級をしている集団がある 

  

3.3. 活用事例 

 

 最近の教学 IR活動の活用事例をまとめると次のようになります。 

【大学全体の評価について】 

⚫ 学生生活調査及び卒業生調査の集計結果・自由記述内容を各担当部署へフィードバ

ックすることによって，次のような改善施策が行われています。 

 G棟への無線 LAN設備の導入 

 学習スペースの確保 

 学生向けカラープリンターの教室外設置，カラープリンター機種更新 

 学内ネットワークの回線強化 

 図書館リニューアル（100周年記念会館），適切な図書館利用に向けた指導 

 学生対応・ハラスメント防止のための全学 FD・SD講演 

 

⚫ 学科長による総括報告会における課題報告がきっかけとなり，2024年度からの新カ

リキュラム策定に際して，全学共通のディプロマ・ポリシー大項目の一部変更や，

新しい全学共通科目群「HUSスタンダード」の策定を行っています。 

 

【学科（教育課程）と授業に関する評価】 

⚫ 毎年実施する学科教育自己点検会議における検討内容を活用して，2024年度からの

新カリキュラム策定を行い，科目の位置づけの変更や科目の統合改廃を行っていま

す。また，今後に予定されるカリキュラム策定に向けた点検と改善を継続していま

す。 

【学生を対象とする評価】 

⚫ PF 個別面談の際の学修ポートフォリオを用いた形成的な学修成果の振り返りによ

って，学生に自身の所属する学科のディプロマ・ポリシーや育成する人材像の認識

が高まっていると考えています。 

 

また，教育に関する内部質保証の考え方の教職員への浸透を目的として，FD委員会と協

力し IR 委員長が講師を担当するミニ FD/SD 教材動画 9 本を作成し，年間を通した研修プ

ログラムとして 2025 年度を通して実施をしました。2026 年度にも新任教職員向けプログ

ラムとして継続実施するとともに，作成した教材は学内情報配信サイト HUS ポータルよ



り学内公開し，いつでも視聴可能な資料として活用しています。 

 

4. まとめと今後に向けて 

 

 この報告書では，本学の教学 IR活動の概要として，2024年～2026年にかけて行われて

いる自己点検 IR委員会による教学 IR活動を報告しました。 

  

本学の教学 IR活動の高度化と更なる充実に向けて，今後は次の点に取り組む予定です。 

 中期事業計画「I-4.学修成果の可視化と活用」（学位プログラム全体にわたる専攻分野固

有のコンピテンシーや学修成果を直接評価する情報の検討と可視化，共通長期ルーブ

リックの活用，学科固有長期ルーブリックの作成） 

 データの収集・整理・加工・配信・閲覧のシステム化及び web 化（試験的なデータベ

ースの構築，資料作成のシステム化，配信の web 及び BI ツールの活用，学科教学 IR

ポートフォリオや科目コースポートフォリオの実現） 

 分析対象の拡大（学籍異動学生の分析，エンロールメント・マネジメント IR，在学中

に能力伸長した学生の分析，卒後活躍している人材の分析） 

 分散協力方式の教学 IRの発展（学修ポーフォリオ機能強化，デジタルバッジ，教育イ

ノベーションセンターの IR機能） 

 教育に関する内部質保証の考え方の教職員への浸透と，IR に関する専門人材・後継人

材の育成 

 内部質保証の機能化に向けた IR の高度化（財務 IR との連携強化，大学運営に関する

自己点検・評価活動との連携） 

 

以上 


